
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立彦陽中学校

彦陽中学校では、「自治【自治力】 向上【志力】 協力【絆力】～「日本一熱く絆強き学校」への挑戦！～」を目指し、学力向上・集団づくり等の課題に向けて、生徒指導
委員会等の確実な実施と専門スタッフの参加等、組織的な取組を進めている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆生徒指導委員会を週１回定時に位置付けて確実に実施するとともに、
SC、SSW等専門スタッフが必ず参加できる仕組みを構築している。

◆生徒会を中心として、学校の教育目標と連動した生徒による学習目標の
設定や定期的な振り返りを行い、目標等の更新につなげている。

工夫・ポイント

◆陸上部において部活動指導員を導入するとともに、部活動を複数の顧問
で分担して指導することで負担軽減を図っている。

◆生徒指導委員会及び校内支援委員会を週時程に位置付けて定例化
し、時間外の会議を縮減している。

働き方改革の工夫

自治力を高める取組

端末を活用した協働的な学習

３学級６０名

授業づくりの工夫

運動のめあてに基づき、フォームを撮影して確認し
運動の改善につなげる

生徒会を中心として学習目標を設定し
定期的に振り返り、更新につなげる（全学年）

自分自身の目標を振
り返って更新につなげる

本時の課題に沿って、自分の考えや表現する内容を確認しあう


